
お伝えしたいポイント

ダイワ・インド株ファンド（愛称︓パワフル・インド）

コロナ下でのインド株式市場の上昇と
今後の⾒通しについて

インド株式はコロナ下でも⼤きく上昇
⾜元、インドにおいては多くの感染者が確認されており、2020年度GDP（国内総⽣産）は-7.3%とマ

イナス成⻑となりました。⼀⽅で、インド株式市場は2020年3⽉にかけては⼤きく下落したものの、その
後回復を続け、2021年5⽉末時点で最⾼値を更新しています。

株式市場の騰落率（⽶ドルベース、トータルリターン、2019年末-2021年5⽉末）

（出所）Bloomberg

2021年6⽉11⽇

• インド株式市場はコロナ下でも⼤きく上昇

• 緩和的な⾦融政策、積極的な財政政策を受けた企業業績の改善が上昇を牽引

• ⻑期的には、現状⾼い⽐率を占める地下経済の包摂が成⻑のテーマに

平素は当ファンドをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

⾜元の運⽤状況などについてお知らせいたします。
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インド国内の新型コロナウイルス感染動向
国内では2021年3⽉ごろから1⽇当たりの感染者数が再度増加に転じ、5⽉初旬に感染第2波がピークを

迎えましたが、⾜元では急速に減少に転じています。

緩和的な⾦融政策、積極的な財政政策の後押しで、企業業績は改善傾向
コロナ下でも株価が堅調に推移した理由は、緩和的な⾦融政策および家計や企業に対する積極的な⽀援

策を受けて、特に上場企業について今後の業績の回復が視野に⼊ってきたためだと考えられます。

また、2021/22年度予算案における積極的な政府⽀出への期待も相場を下⽀えしていると考えられます。

（出所）Bloomberg

（ 2020年1⽉21⽇〜 2021年5⽉31⽇）

（出所）Bloomberg

（ 2015年末〜 2021年5⽉末）

インド国内の1⽇当たり感染者数変化

政策⾦利の推移Nifty50構成企業の利益成⻑率（※）

※EBITDA（前年同期⽐）による。
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•中産階級の勃興

•ブランド志向の⾼まり

•⾮公式経済への打撃

•⽀援策や⾦融へのアクセス
など経済的包摂の拡⼤

•公衆衛⽣/健康志向の醸成

•デジタル化

•オンライン消費増加

•不動産/⾦融など景気敏感
セクターの上昇

•対内直接投資拡⼤

•緩和的⾦融政策

•インフラ投資

•労働市場/税制/⾏政/不動
産市場改⾰ 政策 市場原理

消費者⼼理コロナ

⻑期的な成⻑テーマ
インドでは、これまでにも⾼額紙幣の廃⽌やGST（物品サービス税）の導⼊など経済の表に出てこない

資⾦を取り締まるための⽅策を取り⼊れてきました。⽪⾁にも今回の新型コロナウイルスの感染拡⼤に
よって進んでいるデジタル化、オンライン化、キャッシュレス化の流れは、地下経済の取り締まりを強化
するものです。これにより、⽣産性の上昇、税収の拡⼤などが⾒込まれ、経済全体の透明性が⾼くなるこ
とで、今後は海外からの直接投資が増えることも期待できます。

運⽤経過と今後の⾒通し
新型コロナウイルス感染拡⼤以降の当ファンドの

パフォーマンスとしては、2020年3⽉に底打ちし、
その後、中印間の対⽴や、欧州での感染拡⼤、イン
ド国内での感染第2波などを受けて⼀時下落する局
⾯があったものの、上昇基調で推移しています。

また、2020年以降インド準備銀⾏による利下げ
や⽶国⻑期⾦利の変動を受け、インド・ルピーも対
円で⼤きく変動しましたが、2021年5⽉末時点で
は、おおむね2019年末並の⽔準に戻しています。

今後の⾒通しとしては、短期的には、⽶国⻑期⾦
利の動向や株式相場の⾼値警戒感が上値抑制要因と
なる可能性があるものの、中⻑期的には、モディ⾸
相が主導する構造改⾰の進展や個⼈消費の拡⼤によ
るインドの⾼い経済成⻑を背景に、株式市場は堅調
に推移すると考えています。

基準価額・純資産の推移（2021年5⽉31⽇現在）
当初設定⽇（2008年6⽉13⽇）〜2021年5⽉31⽇
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純資産総額

分配金再投資基準価額

基準価額

※「分配⾦再投資基準価額」は、分配⾦（税引前）を分配時
にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。

※基準価額の計算において、運⽤管理費⽤（信託報酬）は控
除しています（後述のファンドの費⽤をご覧ください）。

※上記は過去の実績を⽰したものであり、将来の成果を⽰
唆・保証するものではありません。
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収益分配⾦に関する留意事項

※上記はイメージであり、実際の分配⾦額や基準価額を⽰唆するものではありませんのでご留意ください。
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ファンドの⽬的・特⾊
ファンドの目的 
 

● インドの企業の株式に投資し、信託財産の成長をめざします。 
 
ファンドの特色 
 

1． インドの企業の株式（注）に投資します。 
 インドの企業の株式（注）から企業のファンダメンタルズ、成長性等を総合的に勘案して銘柄選択を行ないます。 

（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

※インドの企業の株式の運用については、SBI Funds Management Private Limited の助言を受けます。 

2． 毎年 3、6、9、12 月の各 7 日（休業日の場合翌営業日）に決算を行ない、収益分配方針に基づいて収益の分配を
行ないます。 

3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 
・マザーファンドは、「ダイワ・インド株マザーファンド」です。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 

投資リスク
● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ

れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク・信用リスク）」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「その他（解約申込みに伴
うリスク等）」 
※ 新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

ファンドの費⽤
 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

※ 購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせください。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉3.3％（税抜 3.0％） 
購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提
供、取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 — 
投資者が信託財産で間接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 
運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 1.848％ 
（税抜 1.68％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額に対
して左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・
オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場
合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 
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URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00〜17:00)

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために⼤和アセットマネジメント株式会
社が作成したものです。
当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。
投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は⼤きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に⽣じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯⾦とは異なります。
投資信託は預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購⼊いただいた投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運⽤実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を⽰唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他⼀切の権利はその発⾏者および許
諾者に帰属します。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を⽰すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。
当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を⽬的とするものではありません。また、ファンドに今後組み⼊れることを、⽰唆・保証する
ものではありません。
分配⾦は収益分配⽅針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ⼀定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配⾦が⽀払われない場合もあります。
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2021年5月31日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

アイオー信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第230号  

朝日信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第143号 ○  

足利小山信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第217号  

あぶくま信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第24号  

尼崎信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第39号 ○  

遠州信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第28号  

大阪信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第45号  

大田原信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第219号  

帯広信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第15号  

北伊勢上野信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第34号  

吉備信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第22号  

岐阜信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第35号 ○  

京都中央信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第53号 ○  

京都北都信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第54号  

桐生信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第234号  

呉信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第25号  

さがみ信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第191号  

株式会社四国銀行 登録金融機関 四国財務局長(登金)第3号 ○  

しののめ信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第232号  

芝信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第158号  

城北信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第147号 ○  

西武信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第162号 ○  

瀬戸信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第46号 ○  

空知信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第21号  

大地みらい信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第26号  

但馬信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第67号  

多摩信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第169号 ○  

東濃信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第53号 ○  

栃木信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第224号  

鳥取信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第35号  

豊川信用金庫 登録金融機関 東海財務局長(登金)第54号  

長野信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第256号 ○  

のと共栄信用金庫 登録金融機関 北陸財務局長(登金)第30号  

平塚信用金庫 登録金融機関 関東財務局長(登金)第196号  

広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第44号 ○  

福井信用金庫 登録金融機関 北陸財務局長(登金)第32号  

福岡ひびき信用金庫 登録金融機関 福岡財務支局長(登金)第24号 ○  

北海道信用金庫 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第19号  

盛岡信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第54号  

大和信用金庫 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第88号 ○  

米子信用金庫 登録金融機関 中国財務局長(登金)第50号  

米沢信用金庫 登録金融機関 東北財務局長(登金)第56号  

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○ 

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○ 

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第140号 ○ ○ ○ 

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長(金商)第24号 ○ ○ 

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○  

松阪証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第19号 ○ ○  

ダイワ・インド株ファンド（愛称：パワフル・インド）　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。 7/8



2021年5月31日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

ダイワ・インド株ファンド（愛称：パワフル・インド）　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○ 

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。 8/8




